


 

コロナ 日本は行動制限なしで第7波を乗り越えられるのか 
   

忽那賢志感染症専門医  
ロックダウンなどの有効性について検証した研究では、やはり行動制限は 
感染者数の減少に大きく寄与することが分かっています。 
しかし、一方で経済や社会に与える影響も大きいことはご存知の通りです。 
まん延防止等重点措置や緊急事態宣言が発令されれば、多くの人の生活・ 
行動が制限されることになります。 
今後、重症者数や死亡者数が増えてきたときに、例えば第6波のピーク時のような1日200人以上

が連日亡くなるような状況に陥っても、行動制限を取らずに高齢者や基礎疾患のある人が新型コ
ロナで亡くなる状況を許容していくのか・・・これは単純な良い悪いの話ではなく、最終的には日
本人の国民性、死生観が問われることになるのではないかと思います。 

私自身は「社会機能を維持するためには高齢者や基礎疾患のある人はコロナで死んでも仕方な
い」という考えよりも「周りの誰かを守るために自身の行動は一時的に多少制限されても仕方な
い」という立場にありますが、どちらが正しいというものではなく、日本人の国民性、死生観が問
われるところかと思います。 

この時期「熱暑特需」ともいえる活況が朝の求人市場に訪れる。たいがいの労働者
が敬遠したがる猛暑の屋外労働に「スポット求人」があつまる。あたらしい顔ぶれも
過酷な環境にトライしている。盆までは「人手不足」がつづく。 


